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　新年明けましておめでとうございます。
　会員をはじめ関係者の皆様には、平素より当協会の
事業推進につきまして格別のご支援とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　昨年の当協会事業では、浄化槽業務従事者研修会を
県内 4 会場で開催し、多くの会員から参加をいただ
き、小型合併処理浄化槽の最新の施工技術や維持管理
技術に関する講演をしていただきました。また、 9月
末の新潟市の環境フェアに出展し、パネルやミニチュ
アモデルの展示を通して、多くの来場者の方に浄化槽
の良さを宣伝することができました。この他、10月末
の県廃棄物対策課との意見交換会では、合併処理浄化
槽の普及促進などの要望を行いました。
　さて、下水道の整備が進み、浄化槽の役割は終わる
という不安も一時期ありましたが、環境省の浄化槽対
策室が浄化槽推進室へと名前を変えたことに象徴され
ますように、優れた機能とともに安価に設置できる浄
化槽は、益々重要な役割を果たすことが期待されてお
ります。
　このように、浄化槽業界は長いトンネルから抜け出
る段階に来ており、この新たな状況に対応するために
は、従業員に浄化槽設備士や浄化槽管理士の資格をき
ちんと取得させておく必要があります。
　当協会では、平成25年度において、日本環境整備教
育センター主催の浄化槽管理士講習会を当県に誘致す
ることとしております。これにより、浄化槽管理士の
資格取得の機会を多くの方に提供できると考えており
ます。
　公益法人制度改革につきましては、「一般社団法人」
への移行認可申請書を昨年中に提出しており、平成25
年 3 月に認可をいただき、平成25年 4 月 1 日に移行登
記を終える予定としております。
　最後に本年も会員各位、並びに関係者の皆様の益々
のご発展とご活躍をご祈念申し上げますとともに、当
協会へのご支援とご協力を賜りますようお願い申し上
げ、新年の挨拶といたします。

小田島　繁信 会長
新潟県県民生活・環境部廃棄物対策課

安中　康裕 課長

　新年あけましておめでとうございます。
　社団法人新潟県浄化槽整備協会の皆様におかれまし
ては、平素より浄化槽行政の推進に対し、格別の御理
解と御協力を賜り深く感謝します。
　貴協会におかれましては、「浄化槽の普及促進」と
「適正な維持管理」を通じ、県民の皆様の快適で衛生
的な生活の確保に、日々御尽力をいただいていること
に対し、深く敬意を表します。
　まず、浄化槽をめぐる動向について申し上げます。
　環境省では、平成25年度の循環型社会形成推進交付
金（浄化槽分）として総額8,421百万円の予算措置を
予定し、また、浄化槽助成制度を拡充し、設置者の大
きな負担である単独浄化槽の合併浄化槽への転換時の
配管敷設替え費用を新たに対象化する予定と伺ってお
ります。
　県といたしましては、これら国の動向も踏まえ、浄
化槽整備の主体である市町村と連携・協力し、必要な
予算の確保、普及啓発等の取組を推進してまいり
ます。
　次に、法定検査の状況について申し上げます。
本県の11条検査の受検率は、平成23年度で70.2％と、
全国の30.4％（平成22年度）を大きく上回る水準を維
持しており、これは皆様方の努力の賜と感謝申し上げ
ます。
　一方、未だ約 3 割は未受検となっている状況であ
り、県では、本年度、貴協会員をはじめ関係者の協力
をいただき、一部地域をモデルとして、未受検者の制
度理解の促進に取り組んでいるところです。
　今後も、貴協会の意見を踏まえながら、未受検者の
解消に向け取り組んでまいりますので、皆様におかれ
ましても、浄化槽の普及促進とその信頼性確保に向け
御尽力いただきますようお願い致
します。
　終わりに、皆様方の益々の御健
勝と御発展を祈念いたしまして新
年の挨拶とさせていただきます。

新年の新年の
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　平成24年度の県との意見交換会が、10月29日午後 3
時半より「新潟東映ホテル」 2階朱鷺の間にて開催さ
れました。
　新潟県からは、安中課長・関谷室長・小林係長・廣
田主査・田中主任の 5名の方に出席いただき、協会か
らは会長他21名が出席し、行政からの説明、当協会の
要望に対して意見交換、質疑応答を行いました。
　行政説明については、浄化槽法定検査の実施状況と
汚水処理人口の普及状況等について詳細な説明がなさ
れました。

1 　浄化槽法定検査の実施状況について
新潟県の実施状況

検査対
象基数

検査実施 検査結果
実施基数 実施率％ 不適合

基数 適合率％

７
条
検
査

Ｈ22年度 2,196 2,030 92.4 135 93.3

Ｈ23年度 2,234 1,962 87.8 101 94.9

11
条
検
査

Ｈ22年度 218,566 152,332 69.7 2,071 98.6

Ｈ23年度 210,658 147,859 70.2 1,930 98.7

合

計

Ｈ22年度 220,762 154,362 69.9 2,206 98.6

Ｈ23年度 212,892 149,821 70.4 2,031 98.6

2 　汚水処理人口の普及状況について
　平成23年度の新潟県全体の数値
　普及率　82.7％
　　内訳　下水道　　　68.9％
　　　　　集落排　　　 8.4％
　　　　　合併浄化槽　 5.5％
　内訳は、わずかの伸びで普及率は変わらず。
　県内市町村別状況
　汚水処理普及率上位
　　粟島浦村・弥彦村・聖籠町・魚沼市・刈羽村
　合併浄化槽普及率上位
　　刈羽村・三条市・田上町・五泉市・佐渡市
　汚水処理人口普及率では、新潟県は全国平均には達
していない状況です。
　 1位は、兵庫県の98.3％　最下位は、徳島県の51.1％
でした。

平成24年度平成24年度

県との意見交換会を開催県との意見交換会を開催
3 　要望に対する回答
要望　20人槽以下の効率化11条検査の課題について
回答 　効率化検査対象の見直し等、制度の改正を検討
しているところであるが、一方で、現状の11条検
査の受検率や管理者の理解度は地域によって大き
な違いがあるという状況がある。地域の課題整理
の必要が出てきたことから、まず、これを進めて
いきたい。

要望 　効率化11条検査の未受検者に対する県の指導に
ついて

回答 　小千谷市においてモデル事業を実施していると
ころ。事業の途中であるが、行政からの案内文書
や督促状の送付の段階でも、ある程度の効果があ
るとし、他の地域にも対策を拡大してきたいと考
えている。

要望　権限移譲市町村への支援について
回答 　市町村には、浄化槽法に係る指導に不慣れな職
員もいることから、環境センターから適宜助言を
行っている。また、県で未受検者指導を行う場合
にも、同様に協力していただければと考えてい
る。なお、県では、市町村浄化槽担当職員の資質
向上のため、研修会の開催を検討している。保守
点検の実施見学
等も考えている
ので、ぜひ協会
からご協力をお
願いしたい。

要望　合併処理浄化槽の普及促進について
　　 1  ，単独浄化槽の撤去費用に対する助成措置に

ついて
　　 2，合併処理浄化槽への転換促進策について
　　 3，公設浄化槽制度の拡大について
回答　 1，～ 3，についての回答
単独浄化槽の撤去費用の助成や合併処理浄化槽の
転換促進、市町村設置型の採用については、新潟
県浄化槽推進協議会での事例の共有や意見交換、
市町村との会議で国の交付金の活用を勧めるな
ど、市町村への働きかけを行っているところ。交
付金が利用しにくいとの指摘もあることから、国
に対して改善を求めていきたい。
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　当事業は、新潟県補助事業として開催されている研
修会であり、毎年多くの浄化槽業務関係者が受講され
ており、今年度は 4会場において開催します。11月に
は佐渡と新潟において研修会を開催しました。
　佐渡会場　八幡館 7階会議室
　　開催日　平成24年11月 9 日
　　受講者　33名
　　内　容
　　　 1  　小型・中型合併浄化槽の施工及び維持管理

について
　　　　講師　フジクリーン工業㈱東京支店
　　　　　　　　　　第一営業課長　小柳茂利氏
　　　 2  　新潟県の生活排水処理の状況について
　　　　講師　新潟県佐渡地域振興局環境部
　　　　　　　　　　環境センター長　金子正史氏
　　　 3　佐渡市浄化槽事業の説明
　　　　講師　佐渡市上下水道課様

　新潟会場　新潟ユニゾンプラザ 4階　大会議室
　　開催日　平成24年11月27日
　　受講者　103名
　　内　容　第一部　施工編
　　　 1　新潟県の浄化槽について
　　　　講師　新潟県県民生活・環境部廃棄物対策課
　　　　　　　　資源循環推進係　主査　廣田由紀氏
　　　 2　浄化槽の施工技術について
　　　　講師　社団法人　浄化槽システム協会
　　　　　　　　技術委員会副委員長　古市昌浩氏
　　　第二部　維持管理編
　　　 1　浄化槽の構造と機能及び維持管理について
　　　　講師　株式会社　ハウステック
　　　　　　　　エネルギー・環境事業部事業企画課
　　　　　　　　課長　古市昌浩氏
　　　　講師　株式会社　クボタ

「浄化槽業務従事者研修会」
　　　　　　　　浄化槽事業ユニット技術グループ
　　　　　　　　北井良人氏
　　　　講師　アムズ　株式会社
　　　　　　　　営業推進部工場生産品支援グループ
　　　　　　　　係長　糸井寿紀氏

　新潟会場において、参加者アンケートを実施しまし
た。開催日程・開催場所や今後取り上げてほしいテー
マ等についてお聞きし、今後の計画の参考とします。
ありがとうございました。

平成24年度研修会を開催平成24年度研修会を開催

長岡会場
　日　時　平成25年 2 月15日（金）10：00～
　場　所　長岡市立劇場　大会議室
　内　容　第一部　施工編
　　 1　新潟県の浄化槽行政について
　　　新潟県県民生活・環境部廃棄物対策課
　　 2　浄化槽の施工技術について
　　　全国浄化槽推進市町村協議会
　　第二部　維持管理編
　　 1  　浄化槽の構造と機能及び維持管理について
　　　ニッコー　株式会社
　　　フジクリーン工業　株式会社
上越会場
　日　時　平成25年 2 月14日（木）13：30～
　場　所　上越市民プラザ　第 3会議室
　内　容　維持管理編
　　 1　新潟県の浄化槽行政について
　　　新潟県県民生活・環境部廃棄物対策課
　　 2　浄化槽の構造と機能及び維持管理について
　　　アムズ　株式会社
　　　ニッコー　株式会社

今後の研修会　予定
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開催日　平成24年 9 月30日（日）ＡＭ10時～ＰＭ 4時
会　場　新潟市　万代シティ通り
　浄化槽適正管理推進の一環として、浄化槽に関する
正しい知識を広めるために、新潟市が開催する「環境
フェア」に参加しました。
①来場者　約300名
②アンケート回答者　146名
③出展内容　 浄化槽ミニチュアモデル、浄化槽パネ

ル、パンフレット等
◎新潟市環境フェア　アンケート集計結果
１．あなたは生活排水（台所、お風呂などの排水）の
汚れについて関心がありますか。
関心がある まあ関心がある 関心がまったくない 無回答
64 64 5 13

２．お宅のトイレや台所、お風呂などの生活排水はど
のように処理されていますか。
下水道（農業集落排水施設を含む）へ接続している 101
合併浄化槽で処理している 24
トイレは単独浄化槽で処理し、その他の排水
は側溝や水路に流している 8

無回答 13
３．合併処理浄化槽と下水道の処理能力がほとんどか
わらないことをご存知ですか。

知っている 知らない
（その他）
少し知っている
今日知った

無回答

38 93 2 13

「新潟市環境フェア」に参加「新潟市環境フェア」に参加 自由民主党 2団体に要望書提出
◎自由民主党新潟市議会議員連盟へ要望書提出
　平成24年10月15日　新潟市役所第 2 分館202号室に
て、当協会　小田島会長、加藤副会長、大岩事務局長
参加のもと要望書を提出しました。
要望提出事項
1 ．合併浄化槽の普及促進
　⑴ 　新潟市公設浄化槽制度に係る整備区域の拡大及
び事業の一層の推進

　⑵ 　単独浄化槽の合併処理浄化槽への転換に係る普
及啓発の充実

　⑶　浄化槽設置整備事業（個人設置）の予算の充実
2．浄化槽の適正管理及び法定検査受検率向上のため
の指導、啓発の充実

◎自由民主党新潟県支部連合会へ要望書提出
　平成24年11月14日　新潟県議会 2階の自民党会議室
にて、当協会の小田島会長、島影副会長、大岩事務局
長参加にて要望書を提出しました。
要望提出事項
1 ．「新潟県浄化槽整備協会補助金」の確保について
　○ 講習会・研修会の開催及び普及啓発等事業に対す
る補助

2．「浄化槽適正管理推進事業委託費」の確保について
　○ 法定検査未受検者及び保守点検未契約者に対する
指導に係る委託

上記、要望致しました。
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　平成24年11月28日（水）、新潟東急イン会議室にお
いて、来賓に全国浄化槽団体連合会専務理事の伊藤英
紀氏をお招きし、富山・石川・福井・新潟の各県会長
が参加して「全国浄化槽団体連合会北陸支部各県会長
会議」が開催されました。
　小田島北陸支部長の開会あいさつで会議は始まり、
伊藤全浄連専務理事より来賓あいさつ、引き続き全浄
連における最近の動向について講演をしていただきま
した。
　その後下記議題について意見交換が行われました。
　・北陸支部の活動報告及び活動計画について
　・情報交換
　　　各県協会の主な事業について
　　　機能保証制度について
　　　各県協会と協会支部の関係について
　・その他

開催日　平成24年10月29日（月）
場　所　新潟東映ホテル「朱鷺の間」
　理事数30名、出席理事22名、委任状 8名にて平成24
年度第 2回理事会が開催されました。
　 1号議案「入会の承認について」
　 2号議案「事務処理規程について」
　 3号議案「表彰規程の改正について」
　 4号議案「旅費規程の改正について」
　以上について審議がなされ承認されました。

　「事務局職員研修会」が下記の通り開催されました。
開催日　平成24年 8 月28日（火）
場　所　技術士センタービルⅠ　 8階会議室
参加者　 新潟・新津・巻・南魚沼・十日町
　　　　柏崎刈羽・佐渡支部の事務局
1　講演「浄化槽の諸問題について」
　　講師　県廃棄物対策課資源循環推進係
　　　　　主査　廣田　由紀　氏
2　議題
　・平成24年度事業実施計画
　・新法人移行後の支部体制について
　・各支部の事業活動
　・表彰規程の改正について
　・意見交換

CXN型
Next Standardアムズ小型合併処理浄化槽

嫌気分離接触ろ床方式

5.7.10人槽

SMCプレス（5.7人槽）

全浄協登録

型式適合認定

BOD 20mg/ℓ

T-N 20mg/ℓ

SS 15mg/ℓ

◎シンプル処理方式
◎スモール＆ストロングボディー
◎全高を低く抑えた浅型設計
◎ブロワ1台・タイマー不要
◎空気配管1系統
◎槽内落差50mm
◎環境省「省エネ基準」対応
◎窒素除去タイプ

新潟営業所　TEL 025-285-0331　FAX 025-285-2249
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支部活動紹介支部活動紹介
　前号につづき今回は、南魚沼支部と上越支部を紹介
します。
　南魚沼支部は数年かけての事業、上越支部では親睦
や交流を深めるための事業を行っています。

　南魚沼支部は会員数42社です。支部の活動として平
成23年度から、南魚沼市におけるディスポーザーの使
用解禁に向けた取り組みを進めています。平成24年 6
月支部が主催し、市役所廃棄物対策課・環境課・下水
道課から参加いただき、富山県黒部市におけるディス
ポーザーの取り組み状況を視察する事業を実施しま
した。
　南魚沼市では、平成16年頃からディスポーザーの解
禁に対する要望もあって、浄化槽整備協会が主体的に
平成18年に実証試験を実施した経緯があります。
　ディスポーザーの導入・普及については、色々な問
題があり全国的にはまだ低い状況にありますが、国土
交通省も積極的に推進していることから、近未来的に
全国に普及するものと考えています。
　しかし、一部には旧態依然とした考え方もあり、簡
単に南魚沼市の条例が改正され解禁が実現するもので
はありません。
　このため、全国各地での取り組み実態を基に、克服
すべき課題を研究し、その実現に向けた活動を展開し
ていきます。市の廃棄物対策課では、平成24年夏から
ディスポーザー導入後の下水道施設への影響について

支部支部

支部支部

上

越

南
魚
沼

真剣に取り組ん
でいます。

事前調査を行い、中間報告によると「ほとんど影響が
ない」ことが見込まれるとのことで、新潟県を含めた
下水道セクションの懸念も払拭されるものと思います。
　南魚沼市では市議会でも高い関心と理解を示してお
り、平成24年 7 月に支部と同じ黒部市へ視察へ行かれ
研究されています。
　県内でも複数の自治体が関心を示しており、南魚沼
市で解禁されると広がる可能性もあると考えていま
す。現在南魚沼市では、12月議会を前に市議会でこの
問題を取り上げていただき、平成25年 3 月の条例化を
実現すべく関係方面への働きかけを強化しています。

　上越支部は会員数58社です。支部役員会や総会は、
上越市内のホテルで開催しています。支部の主な事業
として、浄化槽管理士・水質検査員合同研修会を、誰
もが同じ目線で維持管理ができるようレベルアップを
はかるべく毎年開催しています。また、各社から現状
の問題点を挙げていただき議論する場として毎年40名
を越える参加をいただいている研修会です。
　その他の事業として、会員の交流の場として年 2回
のゴルフ大会や、年 1 回会社対抗ボーリング大会等、
毎年大変盛り上がっています。研修会やレクレーショ
ンを通じて会員の親睦を深める場を提供すべく事業を
行っています。今後の課題としては、浄化槽と会員の
減少にともない、年々厳しくなってくる予算の中、 1
人でも多くの会員の方から支部活動に参加していただ
けるよう工夫して魅力ある支部にしていきたいと思い
ます。
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　下水道、集落排水、浄化槽等の汚水処理施設の整備
状況をあらわす汚水処理人口普及率の平成23年度末の
実績は県全体で82.7％、うち浄化槽は5.5％となって
います。平成22年度末実績と比べて、それぞれ、1.4
ポイント増、0.2ポイント増となっており、年々普及
が進んでおります。

県内の汚水処理と浄化槽整備事業の実施状況について
新潟県県民生活 ･環境部廃棄物対策課

汚水処理人口普及率

浄化槽整備事業の実施状況

　浄化槽整備における市町村事業としては、設置した
個人に補助金を交付する「個人設置型」と市町村自ら
が整備を行う「市町村設置型」があり、現在、個人設
置型は18市町、市町村設置型は 6 市が実施してい
ます。
　また、一部市町村で単独処理浄化槽の撤去費用も対
象としているところです。
　なお、平成23年度の整備実績（全県）は、個人設置
型で565基、市町村設置型で77基、計642基となってい
ます。
　単独処理浄化槽からの転換も含め、効果的な浄化槽
の整備が図られるよう、国の補助事業の動向等も注視
しつつ、市町村と連携・協力してまいります。

市町村名

汚水処理
人口普及率

浄化槽整備事
業実施の有無

浄化槽整備事業に
おける整備実績

H23実績 H24.9.1現在 H23実績（基）

全体 うち
浄化槽

個　人
設置型

市町村
設置型

個　人
設置型

市町村
設置型

新潟市 82.1% 2.0% ○ ○ 94
長岡市 96.3% 2.2% ○ ○ 64  1
三条市 49.3% 21.2%
柏崎市 97.3% 6.7% ○ 76
新発田市 58.0% 7.5% ○ 37
小千谷市 98.6% 3.6% ○ 5
加茂市 70.0% 5.4% ○ 10
十日町市 93.5% 5.1% ○ 24
見附市 91.6% 1.8% ○ 4
村上市 93.7% 5.4% ○ 1
燕市 53.9% 10.3%
糸魚川市 93.1% 6.5% ○ 22
妙高市 85.3% 5.8% ○ 10
五泉市 68.9% 13.0% ○ 55
佐渡市 74.2% 10.7% ○ 68
上越市 82.1% 9.7% ○ ○ 110 10
阿賀野市 83.1% 3.8% ○ 7
魚沼市 99.6% 0.8% ○ 3
南魚沼市 95.5% 5.5% ○ 20
胎内市 98.6% 0.9% ○
聖籠町 99.7% 0.0%
弥彦村 99.9% 0.1%
田上町 51.2% 19.4% ○ 11
阿賀町 98.6% 7.7% ○ 2
出雲崎町 99.3% 9.7%
湯沢町 93.9% 7.4%
津南町 97.3% 1.7% ○ 8
刈羽村 99.4% 74.2%
関川村 97.7% 6.6%
粟島浦村 100.0% 0.0%
合計 82.7% 5.5% 18 6 565 77

※浄化槽整備事業の対象地域、補助金額等は市町村によ
り異なります。
※市町村単独で行った整備数は含みません。
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　見附市の浄化槽事業の補助制度は、平成19年度から
開始され、浄化槽設置整備事業と浄化槽維持管理の補
助制度からなっています。
　補助対象区域は、同市三林町の津倉巻地区ほか 6区
域、このほかに公共下水道・農業集落排水事業で実施
しない区域です。

浄化槽設置整備事業の補助制度
　個人が設置する浄化槽の工事費に対して、補助する制
度です。これは、国の交付金事業に見附市独自の補助制
度を上乗せしたものです。補助する金額は、公共下水道
の調整区域と農業集落排水事業の分担金相当額（310,000
円）が、個人の負担額となることを基本にしています。

人槽区分 補助限度額（円）
5人槽   750,000
6 ～ 7 人槽 1,020,000
8 ～10人槽 1,160,000
11～20人槽 2,200,000
21～30人槽 3,560,000

注 ：上記に定める人槽区分ごとの限度額と浄
化槽等の設置に要した経費から31万円を控
除した額とを比較して、いずれか少ない方
の額とする。

浄化槽維持管理の補助制度
　浄化槽の維持管理費の個人負担が、公共下水道等の
使用料相当額となることを基本に維持管理費の一部を
補助するもので、見附市独自の制度です。
○維持管理費にかかわる費用
ア 　11条検査【指定検査機関が行う法定定期検査（年 1回）】
イ 　保守点検【県の登録保守点検業者が実施する点検】
　 5～20人槽の検査回数（ 4ケ月に 1回以上）
　21～30人槽の検査回数（ 3ケ月に 1回以上）
ウ 　清掃【市町村の許可清掃業者が実施する清掃（年 1回）】
エ 　その他【ブロワー交換・定期部品交換・電気料金】等

人槽区分 補助限度額（円）
5人槽 20,000
6 ～ 7 人槽 22,000
8 ～10人槽 25,000
11～20人槽 28,000
21～30人槽 38,000

注：上記に定める人槽区分ごとの限度額と当該
　年度内において法定検査費用及び保守点検
　費用を比較して少ない方の額とする。

平成23年度の補助実績
ア　浄化槽設置整備事業の補助実績
　 4件、3,540,000円
イ　浄化槽維持管理の補助実績
　53件、1,228,920円

【市町村の浄化槽行政の動き】【市町村の浄化槽行政の動き】

見附市の浄化槽事業の取り組み見附市の浄化槽事業の取り組み
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　当協会では、日本環境整備教育センター主催の「平
成25年度浄化槽管理士講習」を新潟県へ誘致すること
とし、協議を行っています。
　同センター主催の浄化槽管理士講習は、東京会場で
年 7回、宮城会場で年 1回、そのほか愛知県等で開催
されていますが、県外での開催のため会員にとって大
きな経済的負担となっています。そこで、会員等の経
済的負担を減らし、講習会参加の機会拡大を図るため
に、本県へ誘致することとしました。
　平成25年 2 月頃に開催決定が行われる予定であり、
決まり次第、関係の皆様にお知らせします。

平成25年度「浄化槽管理士講習会」
新 潟 会 場 開 催（案）

●講習期間　　平成25年 9 月 9 日～ 9月21日
●開催場所　　燕三条地場産業振興センター
　　　　　　　「メッセピア 5階総合研修室」
●受講料金　　129,700円
●受付期間　　平成25年 8 月 2 日～ 8月 9日
●講習時間　　13日間　　80時間
●受講資格　　学歴、実務経験を一切問いません。
●定　　員　　80名以上

　当協会では、合併処理浄化槽の普及促進や浄化槽の
適正管理を推進するために、パネルやパンフレットを
作成し、無料の貸し出しや頒布を行っています。
　また、パネルやパンフレットの内容は、当協会ホー
ムページでも公開しています。

●展示パネル
　平成24年 9 月30日の新潟市環境フェアに出展の際、
掲示したパネル 9枚の貸し出しを行っています。
　大きさはA 2サイズ（42cm×59cm）です。

●パンフレット
1 　環境にやさしい浄化槽　　B 5　 6頁
　合併処理浄化槽のしくみや浄化槽の適正管理につ
いて、わかりやすく解説しています。
2 　浄化槽の適正な管理のために　　A 4　 3つ折り
　浄化槽法で義務付けられている11条法定検査につ
いて、わかりやすく解説しています。

平成25年度「浄化槽管理士講習」
新 潟 会 場 誘 致 パネル、パンフレットの案内

（パンフレット） （パネル）
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環境省事業功労者表彰

　平成24年10月 1 日、第26
回全国浄化槽大会におい
て、当協会理事の小柳潤一
氏（三条文化建設㈱代表取
締役）が環境省廃棄物・リ
サイクル対策部長より浄化
槽関係事業者功労者表彰を
受賞されました。

　平成24年度新会員になられましたので、紹介致し
ます。

（正会員）

会員名 住　所 支部・業種 入会年月日

有限会社
石田商会

新潟市南区庄
瀬6543番地

新津支部・
施工

平成24年
4 月１日

株式会社
羽生田

十日町市山本
町804-11

十日町支部・
施工

平成24年
5 月23日

有限会社
ナカ設備工業

十日町市馬場
丁1303番地 9

十日町支部・
施工

平成24年
5 月23日

株式会社
功明社

三条市三竹二
丁目13番34号

三南支部・
維持管理

平成24年
10月29日

（賛助会員）

株式会社
日環商事

金沢市無量寺
町10街区10番

平成24年
10月29日

新 会 員 の 紹 介

協会のホームページの紹介

理事会と総会の開催のお知らせ

　当協会は、この度ホームページをリニューアル致し
ました。協会案内から始まり、ユーザーにも容易に理
解出来る様な浄化槽についての説明、浄化槽設置に関
する補助金制度等、種々の浄化槽行政についての説明
など浄化槽に関する事についてこまかく親切に記載さ
れ充実した内容になっています。是非、アクセスを試
みて下さい。

　理事会　平成25年 3 月14日（木）
　　　　　　会場：新潟県トラック総合会館
　理事会　平成25年 4 月25日（木）
　　　　　　会場：新潟県トラック総合会館
　第14期通常総会　平成25年 5 月23日（木）
　　　　　　会場：ANAクラウンプラザホテル新潟

　「近いうち」解散による衆議院選挙が12月16日に
行われました。結果は自民党の圧勝、民主党の惨
敗、第 3 極の日本維新の会などは不完全燃焼に終
わりました。争点は景気対策、原発問題、外交問題
など数多くあり関心は高いものと思われました。そ
れにしてもこの低い投票率はなんなのであろうか？　
3 年前、民主党に託した希望が完全に裏切られた
事からの政治への失望がその原因だと思われます。
自民党の圧勝は失政続きの民主党に比べて「よりま
し」とみられたのは明白であり失われた政治への信
頼をとり戻す事が出来るのか、今後の自民党には大
きな責任があるものと思われます。

編 集 後 記

新潟県浄化槽整備協会 検 索


